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Ⅰ　緒　言

　握力は測定方法が簡便であるため、一般的な体力測定の項目として汎用され、測定データの蓄積が進

んでいる。近年、握力は単に局所の筋力評価の一つとしてではなく、全身の筋力や持久力との相関が認

められ１，２）、さらに、体格及び他の体力測定項目との相関関係あみとめられており３）、体力の総合的な

指標として意義をもっている。また、握力が低いほど身体機能低下や日常生活動作障害の発生率や死亡

率が高くなるとの報告もあり４）、握力の測定意義が再度見直されつつあるといえる。

　しかしながら、ヒトの体力、運動能力および健康状態を知るための重要な指標である握力について、

これまで 3歳以上の調査研究について数多く見られるが５，６）、0 ～ 2 歳児についての握力調査は 0～ 6ヶ

月児 7名を対象とした縦断的調査事例７）及び、0～ 2歳児 396 名の握力調査があるのみである８）。

　一方、ヒトの一側優位性については、利き手、利き足、利き眼や利き耳などをラテラリティ（Laterality）
と総称され、身体の左右器官における好みの偏り（Preference）と筋力や巧緻性などの能力

（Performance）に大別されている９）。これまで一側優位性の機能発達に関する研究については石津 10）

や射手矢 11）らの報告がある。

　利き手における一側優位性と握力について、健常成人では、利き手と非利き手の握力測定を用いた比

較において、利き手の握力のほうが有意に高値を示したと報告されている 12）。また、4 歳以上の幼児の

握力測定においても同様に利き手のほうが非利き手と比較し高い傾向にあり、また、女子よりも男子の

方で握力が有意に強いことが示されている 13）。

　しかしながら、それ以前の年齢において一側優位性と握力との関係についての調査事例はなく、一側

優位性の発達と幼児の「握力」発達の関係は不明であった。

　そこで、本研究の目的は、1 歳６ヶ月の幼児における握力と利き手の一側優位性の発達について検討

することとする。
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Ⅱ　方　法

１．対象

　対象は、2015 年 7 月～ 8月、10 月にかけて行われた F 市の 1歳６ヶ月健診、F 市及び T 大学主催の「親

子ミニ運動会」に参加した１歳 6 ヶ月の幼児、合計 88 名であった。測定参加については、保護者に対

し口頭にて測定の目的および安全性について説明し、自由意思によって参加の同意を求め、同意を得ら

れた保護者の幼児のみ測定を行った。

２．対象者の身体的特性および利き手の判定

　対象者の身体的特性については、保護者に母子手帳を参照してもらい、現在の身長・体重について聞

き取り調査をおこなった。また、利き手については、日常生活における動作観察から、保護者の主観的

判断による回答によった。

３．握力測定

　握力測定は、乳幼児用握力計（T.K.K.1269r：5Kg 用 Fig.1）を用いて、幼児は座位あるいは立位にて

握力計を握り、左右各２回程度行い（ Fig.2-1、Fig.2-2）、その最大値を分析の対象とした。また、幼児

の把握程度について、幼児の測定把握時における表情、腕（前腕および上腕）、手の変化より測定者によっ

て主観的に A、B および C の 3 段階で評価を行い、A は把握十分、B は把握やや十分および C は把握

不十分とした。なお、今回は握力の分析は評価 A および B のみを対象とし、利き手については全評価

を対象として検討を行った。

　なお、測定に際して幼児の発達特性を鑑み、優しい声かけや幼児が好むと思われるキャラクターを使

用して興味をひかせ行った。さらに、幼児が測定に対して拒否的様子（嫌悪感）を呈した場合は無理強

いをせず、速やかに測定を中止するなどし、倫理的配慮を心がけて行った。

Fig.1 A hand dynamometer for infant. （T.K.K.1269r）
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４．統計解析

　統計処理には、統計処理ソフト SPSS Ⅱ for Windows（Ver.11.0.1J）を用いて行った。各測定項目の

値は、平均値±標準偏差で表示した。2 群間の比較には t 検定を用いて解析を行った。また、利き手に

よる握力値の比較については、一元配置分散分析を用いて群間に有意差が認められた場合、多重比較検

定を用いて解析した。なお、統計上の有意水準は 5％未満とした。

　本研究は、平成 27 年度常葉大学研究倫理審査委員会の承認を得て行われた（富 27-1）。

Ⅲ　結　果

１．対象者の身体的特性

　本研究における、対象者の身体的特性について Table.1 に示す。男児における現在の身長は 81.4 ±

2.3cm、女児は 79.1 ± 2.7cm であった。また、現在の体重については、男児が 10419.5 ± 2024.6g、女

児は 9817.0 ± 702.1g であった。それぞれ、男児が女児に対して有意に高い値であった（P<0.01）。

Table.1 Characteristics of subjects.

２．対象者の利き手の割合

　対象者における保護者によって日常動作観察からの聞き取り調査で、回答があった右利き、左利きお

よび両利きの人数について Fig.3 に示す。男女ともに右利きが最も多く、男子で 20 名（62.5%）、女子

で 15 名（57.7%）であった。次いで、両利きが多く、男子が 10 名（31.3%）、女子が 8名（30.8%）であっ

た。左利きは、男子で 2 名（6.3%）、女子で 3 名（8.6%）という結果であった。また、全体では右利き

35 名（60.3%）、左利き 5名（8.6%）及び両利きは 18 名（31.0%）であった。

３．利き手の握力平均

　対象者の性別における握力の結果について Fig.4 に示す。男児における右手の握力は、1.62 ± 0.50kg
であり、女児は 1.43 ± 0.57kg であった。また、左手の握力は、男児で 1.66 ± 0.58kg、女児では 1.46
± 0.86kg であった。いずれにおいても有意な差は見られなかった。

　利き手の違いによる握力の最大値を比較した結果について Fig.5 に示す。男児において、右利き、左

利き及び両利きとした者における握力の最大値はそれぞれ、1.77 ± 0.50kg、2.30kg 及び 2.22 ± 0.51kg
であった。また、女児において、右利き、左利き及び両利きとした者における握力の最大値はそれぞれ、

1.56 ± 0.45kg、1.18 ± 0.58kg 及び 1.99 ± 1.25kg であった。さらに、男女を合わせた右利き、左利き

及び両利きとした者での握力はそれぞれ、1.68 ± 0.48kg、1.55 ± 0.77kg 及び 2.12 ± 0.89kg であった。

4.統計解析 
 統計処理には、統計処理ソフト SPSSⅡ for Windows ( Ver.11.0.1J)を用いて行った。各測定
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められた場合、多重比較検定を用いて解析した。なお、統計上の有意水準は 5％未満とした。 
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Hight (cm) Weight (g) Number of subjects

Male 81.4±2.3 10419.5±2024.6 52

Female 79.1±2.7 9817.0±702.1 36

All subjects 80.3±2.8 10068.5±1632.8 88

Values are mean ± SD

n=88    **<0.01

Table.1 Characteristics of subjects.

** **
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各測定項目に対して一元配置分散分析を行ったところ、男女を合わせた右利き、左利き及び両利きとし

たものに対して握力値に群間で有意な差が認められたため、多重比較検定を行ったところ、右利きに対

して両利きが有意に高い値を示した（P<0.05）。

男女を合わせた右利き、左利き及び両利きとした者での握力はそれぞれ、1.68±0.48kg、1.55
±0.77kg及び2.12±0.89kgであった。各測定項目に対して一元配置分散分析を行ったところ、
男女を合わせた右利き、左利き及び両利きとしたものに対して握力値に群間で有意な差が認め
られたため、多重比較検定を行ったところ、右利きに対して両利きが有意に高い値を示した
（P<0.05）。 
4.利き手及び非利き手の握力平均 

 対象者における利き手および非利き手の握力を比較した結果を Fig.6-1～3 に示した。右利き
と回答した男子の右手の握力は1.53±0.61kgで、左手の握力は1.57±0.47kgであった。また、
女子で右手の握力は 1.34±0.42kg で、左手の握力は 1.20±0.52kg であった。全体の右手と
左手の握力は 1.46±0.53kg および 1.37±0.53kg であった。さらに、左利きと回答した男子の
右手の握力は 2.16kg で、左手の握力は 2.30kg であった。また、女子で右手の握力は 0.93kg
±0.74kg で、左手の握力は 1.18±0.58kg であった。全体の右手と左手の握力は 1.34±
0.89kg および 1.55±0.77kg であった。いずれにおいても有意な差は認められなかった。 
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Ⅳ 考察 
 本研究の対象児の身長は、81.4±2.3cm、女児は 79.1±2.7cm であり、また、現在の体重に
ついては、男児が 10419.5±2024.6g、女児は 9817.0±702.1g であった。男児が女児に対し
て身長及び体重とも有意に高い値であった（P<0.01）。それに対して厚生労働省が発表している、
平成１２年乳幼児身体発育調査報告によると 14）、1 歳 6 ヶ月の男児及び女児における身長の
平均値は 80.2cm 及び 79.1cm であり、また、体重は男児で平均 10370g、女児で 9860g であ
った。本研究の対象児は日本人男女児の身長及び体重において、平均値と比較しほぼ同様の
結果であったことから、対象児は平均的な成長過程であったことが伺えた。 
 次に、本研究の対象児の利き手に対する割合は右利きが最も多く、利き手について回答を得
ることのできた人数に対し、男児で62.5％及び女児では57.7％であった。次いで、両利きと回答
した者が、男児 31.3％、女児 30.8％であり、左利きは最も少なく、男児 6.25％、女児 11.5％で
あった。利き手については、片手だけを使う行為において好んで使用される手として定義がある
15）。今回の対象が 1 歳 6 ヶ月の幼児であり、保護者による日常動作観察からの聞き取りであっ
たが、Gesell16）らの研究によれば、1 歳までは非対称性と対称性の交代が著しく、1 歳 6 ヶ月児
では両手利きが多くみられるとしている。本研究では、右利きが多い結果であったが、両利きと
回答した者も全体の約 31%存在していた。Gesell らの調査は、対象児（8 週から 5 歳）であり、ま
た調査方法が異なるものの、本研究において両手利きが 30%以上出現していることは、Gesell ら
が指摘した特徴と同様な傾向を示したものと言える。 
 男児における右手の握力は、1.62±0.50kg であり、女児は 1.43±0.57kg であった。また、左
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手の握力は2.30kg であった。また、女子で右手の握力は0.93kg ±0.74kg で、左手の握力は1.18± 0.58kg
であった。全体の右手と左手の握力は 1.34 ± 0.89kg および 1.55 ± 0.77kg であった。いずれにおいて

も有意な差は認められなかった。

Ⅳ　考　察

　本研究の対象児の身長は、81.4 ± 2.3cm、女児は 79.1 ± 2.7cm であり、また、現在の体重については、

男児が 10419.5 ± 2024.6g、女児は 9817.0 ± 702.1g であった。男児が女児に対して身長及び体重とも有

意に高い値であった（P<0.01）。それに対して厚生労働省が発表している、平成１２年乳幼児身体発育

調査報告によると 14）、1 歳 6 ヶ月の男児及び女児における身長の平均値は 80.2cm 及び 79.1cm であり、

また、体重は男児で平均 10370g、女児で 9860g であった。本研究の対象児は日本人男女児の身長及び

体重において、平均値と比較しほぼ同様の結果であったことから、対象児は平均的な成長過程であった

ことが伺えた。

　次に、本研究の対象児の利き手に対する割合は右利きが最も多く、利き手について回答を得ることの

できた人数に対し、男児で 62.5％及び女児では 57.7％であった。次いで、両利きと回答した者が、男

児 31.3％、女児 30.8％であり、左利きは最も少なく、男児 6.25％、女児 11.5％であった。利き手につ

いては、片手だけを使う行為において好んで使用される手として定義がある 15）。今回の対象が 1歳 6ヶ

月の幼児であり、保護者による日常動作観察からの聞き取りであったが、Gesell16）らの研究によれば、

1 歳までは非対称性と対称性の交代が著しく、1 歳 6 ヶ月児では両手利きが多くみられるとしている。

本研究では、右利きが多い結果であったが、両利きと回答した者も全体の約 31% 存在していた。

Gesell らの調査は、対象児（8 週から 5 歳）であり、また調査方法が異なるものの、本研究において両

手利きが 30% 以上出現していることは、Gesell らが指摘した特徴と同様な傾向を示したものと言える。

　男児における右手の握力は、1.62 ± 0.50kg であり、女児は 1.43 ± 0.57kg であった。また、左手の

握力は、男児で 1.66 ± 0.58kg、女児では 1.46 ± 0.86kg であった。いずれにおいても有意な差は見ら

れなかった。Suzuki17）らによると、健常成人男性において利き手の握力は、非利き手の握力と比較し

て 10％強く、女性では 12％強かったと報告している。本研究では、1 歳 6 ヶ月児が対象であるが、右

利きの男児では 2.5% 非利き手の方が強く、女児では 11.7% 利き手が強かった。左利きの男児は 1.1%
利き手が強く、女児では 21.2% 利き手が強かった。全体では右手のほうが 13.5% 強い傾向にあった。

女児において利き手は非利き手より約 10 ～ 20% 強いという結果であったが、男児では利き手より非利

き手が強く、成人のような利き手と非利き手における握力の差は見られなかった。このことからも、1

歳 6ヶ月の時点で両手の傾向が残っていることが伺える。

　男児において、右利き、左利き及び両利きとした者についての握力における最大値の平均はそれぞれ、

1.77 ± 0.50kg、2.30kg 及び 2.22 ± 0.51kg であった。また、女児においてはそれぞれ、1.56 ± 0.45kg、1.18
± 0.58kg 及び 1.99 ± 1.25kg であった。男児においては左利き児が 1 名であったため明確なことは言

えないが、女児においては両利きとした者の握力が高い傾向にあった。また、全体の右利き、左利き及

び両利きとした者での握力はそれぞれ、1.68 ± 0.48kg、1.55 ± 0.77kg 及び 2.12 ± 0.89kg であった。

各測定項目に対して一元配置分散分析を行ったところ、全体の右利き、左利き及び両利きの握力値に対

して群間で有意な差が認められ、多重比較検定を行った結果、右利きに対して両利きが有意に高い値を
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示した（P<0.05）。浅見ら 18）の成人を対象とした研究によれば、左右の腕を均等に使うことによって、

左右の筋力は同様な発達がみられ報告している。また、１歳６ヶ月児では両利きが多くみられるとする

Gesell16）らの報告をからも、両利きの幼児では左右どちらの手も頻繁に使うことで、どちらの手におい

ても筋力の発達が促されている可能性が考えられる。その結果、両利きであるとした者の筋力が右利き

及び左利きとした者の握力より高い値を示したものと考えられる。

　利き手及び非利き手の握力を比較したところ、右利きと回答した男子の右手の握力は 1.53 ± 0.61kg
で、左手の握力は 1.57 ± 0.47kg であった。また、女子で右手の握力は 1.34 ± 0.42kg で、左手の握力

は 1.20 ± 0.52kg であった。男女を合わせた右手と左手の握力は 1.46 ± 0.53kg および 1.37 ± 0.53kg で

あった。さらに、左利きと回答した男子の右手の握力は2.16kg で、左手の握力は2.30kg であった。また、

女子で右手の握力は 0.93kg ± 0.74kg で、左手の握力は 1.18 ± 0.58kg であった。男女を合わせた右手

と左手の握力は 1.34 ± 0.89kg および 1.55 ± 0.77kg であった。いずれにおいても有意な差は認められ

なかった。Smet ら 19）は、握力の左右差について、利き手非利き手の差は認められないものの、右利

き児では利き手のほうが、非利き手よりも強い傾向を示すとしている。特に、10 歳未満の子どもでこ

の傾向が顕著であるとしている。しかし、幼児期の握力の左右差は基本的に見られないと結論つけてい

る。Smet らが指摘するように、1 歳 6 ヶ月においても利き手の握力が非利き手より僅かではあるが強

い傾向を示した。だが、Smet らのいう握力の左右差は見られないという見解については、本調査では

有意ではなかったが、1歳 6ヶ月であっても左右差は出現していた。

　本研究は、１歳６ヶ月児における握力と一側優位性（利き手）の関連性について調査した。保護者か

らの聞き取り調査によって、右利きとするものが男女とも最も多かったが、次いで両利きとするものが

多く認められた。橘ら 20）によると、３歳ごろまで両利きとするものの割合が多く存在するが、３歳以

降急激に両利きの割合が減少するとしている。本研究の 1歳 6ヶ月児は、右利きが最多であったが、両

利きも多く存在していた。橘の、3歳までは両手利きが多く存在するという指摘と同様の結果であった。

すなわち、１歳６ヶ月児においては利き手の運動発達において、移行期であることが伺えた。つまり、

本研究の 1歳 6ヶ月児においては、順当な発達過程を呈していると思われる。

Ⅴ　まとめ

　本研究は、１歳６ヶ月児を対象として握力と一側優位性（利き手）との関連性について検討した。そ

の結果、

１．利き手の確認ができた幼児において、右利きが男児 62.5％、女児は 57.7％で最も多く、次いで両

利きが男児 31.3％、女児は 30.8％であった。左利きは、男児 6.3％、女児は 11.5％であった。

２．1歳 6ヶ月児の握力平均は、両手利きの握力が高い傾向が伺えた。

３．利き手と握力の関係は、男児の右利き手においてのみ、左の握力が 0.03kg 高かったが、男女とも

にそれぞれの利き手の握力が高い傾向が伺えた。

４．利き手による握力の比較においては、右利きの者に対して両利きの者の握力が有意に高いことが認

められた。また、利き手に対する非利き手の握力については有意差が認められなかった。1 歳 6 ヶ

月児の利き手の運動発達は確立に至っておらず、移行期であることが示唆された。
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Ⅶ　今後の課題

　本研究は 1 歳 6 ヶ月児に着目して握力における一側優位性の発達調査を行った。その結果、1 歳 6 ヶ

月児は移行過程であることが示唆された。今後は調査対象年齢を広げることで、また測定人数を増やす

ことで、利き手及び非利き手の運動発達についてのデータを蓄積していき、幼児の一側優位性（利き手）

の発達過程について明らかにしていきたい。
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